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1，はじめに
　ドイッの高層気象・地球物理学者であるアル
フレッド・ウェーゲナー（1880～1930）が、
主著「大陸と大洋の起源」で大陸移動説
continental　drift　theoryを発表し、大きな波
紋を投げかけたのは今から90年前のことであ
る。当時の学会ではウェーゲナーの説に対し、
移動の実態を示す具体的な証拠にかける、大陸
移動の原動力に関する説明が無いなどの批判
が浴びせられた。しかし彼はその後も義理の
父である気候学者ケッペン（1846～1940）
らの理解のもとに精力的に調査を重ねるが、グ
リーンランドの探検中に不慮の死を遂げる。
大陸移動説は、1950年代に海洋底の地磁気に
関する研究が進むにしたがって再評価される
ようになった。さらに1960年代にはウェーゲ
ナーの説を下敷きにプレートテクトニクスと
いう理論が生まれ、広く一般に定着した。
　ウェーゲナーは「大陸と大洋の起源」第4版
の序文で『地球の昔の状態を明らかにするため
には、地球科学の全分野の協力が必要である。
そして、そのようなすべての分野に渡たる証拠
を総合することによって初めて真理に達しう
るのである。』と語る。岩波書店から刊行され
ているこの本を読んだ時から、ぜひ一度は世界
的に有名なプレートの境界に足を運びたいと
願っていた。幸いにも1999年度に研修の機会
を頂き、千葉大学教育学部に籍を置きながら、
アイスランドおよびイスラエルで実際に大陸
移動の現場を目の当たりにすることができた。
この場をお借りしてお世話になった関係各位
に深謝申し上げる。
2．アイスランドの概況
　地球上には地下のマントルが上昇し、新たな
地殻が形成される場所が帯状に分布している。
一般には「ひろがるプレート境界」と呼ばれ、
南北アメリカ大陸とヨーロッパ・アフリカ大陸
を引き裂いた大西洋中央海嶺は、その代表例で
ある。この海嶺はその名の通り大西洋の中央
部を南北方向に走る巨大な海底山脈であるが、
アイスランドはその一部が唯一、地表に現れて
いる場所である。
　こうした状況から、同国は火山活動が活発な
地域として知られている。全島は玄武岩質の
溶岩で形成され、地質年代はプレート境界とな
る島の中央部が最も新しく、東西方向に離れる
ほど古い。近年の火山活動としては南部のヘ
クラ、ウェストマン諸島のヘイマエイ、海底火
山のスルトエイなどが有名である。また各地
に地熱地帯が分布し、温泉数は約800に達す
る。特にアイスランドで最も活発な地熱地帯
にあるゲイシールは、英語の間歌泉Geyserの
語源としても知られている。
　アイスランドの面積は10．3万k㎡で、日本
の約4分の1にあたる。この国土に居住する人
口は約27．4万人で、東京都内の市町村でいえ
ば町田市よりも少なく府中市より若干多い程
度である。したがって1k㎡当たりの人口密度
は3人と、カナダ・オーストラリア・モンゴル
と同程度である。国土の約80％は農耕に適さ
ない荒れ地および氷河であり、人口の大半は世
界で最も高緯度（北緯64度）に位置する首都
レイキャビクや北部の中心都市アークレイリ
周辺に集中している。気候は「アイスランド」
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アイスランドの国土と主要都市
の国名から受ける印象より温暖であり、レイ
キャビクの夏季平均気温は10℃前後。冬季で
も0℃程度と秋田市なみで、シカゴやウィーン
よりも暖かい。その原因は、南西方向から流れ
てくる暖流（北大西洋海流）の影響を強く受け
るためであり、逆に北極方面から流れてくる寒
流（東グリーンランド海流）の影響を受ける北
東部は、年間を通じ寒冷な気候となる。国土の
南東部にあるヴァトナ氷河は全面積8．4千k㎡
でヨーロッパ大陸最大の面積を持ち、その末端
は海面高度まで達している。暖流の上を吹い
てきた偏西風は、この広大な氷河上空で急激に
冷却されるため、推定4，000mmもの年降水
量をもたらす。
　アイスランドの主要な産業は漁業で、輸出総
額の7割強を占める。寒流と暖流がぶっかり
合う同国周辺の海域は、日本近海同様に世界屈
指の好漁場でタラ・サケ・マス・などの漁獲量
が多く、日本へは近年シシャモの輸出が増加し
ている。アイスランドは1975年という早い時
期に200海里の漁業専管水域を設定した国で
ある。これに対しイギリスは激しく反発し、海
軍を派遣してアイスランドを牽制した。いわ
ゆるタラ戦争の勃発である。アイスランドは
NATOからの離脱を灰めかし、最終的にはイギ
リスが譲歩する形で決着する。モスクワとワ
シントンのちょうど中間地点に位置するアイ
スランドは、戦略上極めて重要な地域でもあっ
た。漁業以外では、地熱・水力発電によって得
た豊富な電力によるアルミニウム精練が盛ん
で、全輸出額の1割強を稼ぎ出している。
　その他、アイスランドの特徴をあらわすと
思われる統計数値（2，000年）および代表的な
出来事として、①1人あたりGNP額：28，000
US＄（世界10位）、②平均寿命：男性76歳・
女性81歳（日本に次ぎ世界2位）、③乳幼児
死亡率0．05％（世界最低率）、④インターネッ
ト普及率：人口比45％（世界1位）、⑤モバイ
ル通信普及率：人口比58％（世界3位）、⑥
世界最古の民主議会創設（930年）、⑦極めて
高い評価を受ける中世の歴史文学サガSAGA、
⑧世界で始めて選挙を通じて女性国家元首が
選出（1980年から4期16年を務める）され
る、などが挙げられる。
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3．アイスランド巡検
〈レイキャビク・ブルーラグーン＞
　1999年9月に10日間の日程でアイスラン
ドをほぼ一周する巡検にでかけた。アイスラ
ンドへは直行便が運行されていないため、ヨー
ロッパ経由またはアメリカ経由となる。一般
的なのはヨーロッパ経由で、出発日のうちにレ
イキャビクへ到着することが可能である。今
回は最も所用時間が短いコペンハーゲン経由
を選択する。成田を午前11時50分に発った
スカンジナビア航空機は約11時間でデンマー
クの首都コペンハーゲンへ、3時間の接続時間
を経たのち、さらに4時間のフライトでレイ
キャビク郊外のケフラビク（ビクは入り江の
意）国際空港に到着する。
この季節、アイスランドは数日おきに偏西風に
乗ってやってくる低気圧の影響を受け、天候が
変わりやすい。到着日も比較的風雨が強い日
であった。あらかじめインターネットで予約
していた個人経営のレンタカー会社の経営者
が入国ゲートまで出迎えにきてくれる。ちな
みにアイスランドの観光シーズンは7月と8
月のわずか2ヶ月間である。この期間にアメ
リカやヨーロッパ諸国から多くの観光客がア
イスランドを訪れ、ホテル・レンタカーはフル
稼動となる。9月に入るとバカンスも終わり、
観光客が激減するため、キャンプサイトなどは
一斉に閉鎖される。だからあなたに逢えて本
当にうれしい、と経営者の弁。レイキャビク郊
外のレンタカー会社でレクチャーを受けた後
に契約を行い、再び空港近くのホテルに戻る。
シャワーの温水から硫黄臭がする。翌朝フロ
ントで尋ねると、市内には温水が暖房・給湯用
として近郊の地熱地帯から供給されているら
しい。それだけでなく、一般家庭用の電力はす
べて地熱発電により賄われているとのこと。
アイスランドは、極めて先端的なクリーンエネ
ルギー国家といえる。ホテル出発後約30分ほ
どで、最初の見学地ブルーラグーンへ到着する。
外気温は9℃。ここは国内で最も有名な温泉
リゾート地であるが天然に湧出する温泉では
なく、隣接するスヴァルツェンギ地熱発電所が
地下から汲み揚げた熱水を2次的に利用した
アイスランド版露天風呂である。入場料は
6001SK（アイスランドクローネ、　IISKは当時
のレートで約1．6円）。売店ではイスラエルの
死海同様に、ブルーラグーンブランドの様々な
化粧品が販売されている。
　国道を30分ほど走り、首都レイキャビクへ。
ルーテル派のハトムグリムスキルキャ教会の
尖塔が最も目立つ建築物で、教会の正面広場に
は1，000年にアメリカ大陸を発見したレイブ
ル・エリクソンの銅像が建っている。「北米大陸
の所有権を手に入れ損なった…」というのがア
イスランド人の好むジョークである。首都周
辺の6つの都市を包括した地域はグレーター・
レイキャビクとも呼ばれ、国内人口の約60％
にあたる16．5万人の人々が居住している。市
内中央部にあるッーリストインフォメーショ
ンセンターは地図類が充実しており、詳細な地
質図・植生図・土地利用図などを入手すること
ができた。ただし総額で10，6001SKの出費。
　　　　　　　　　　　　ぽ
　　　　　　　　　’　灘鞭難，　、騨
スヴァルッェンギ地熱発電所と熱水パイプライン
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レイキャビクの中心市街地
近くにはマクドナルドがあり、ここも他国の例
に漏れず利用者の大半は若者である。買い出
しのために立ち寄ったアイスランド最大のク
リングラン・ショッピングモールは大変近代的
な施設で、多くの市民で賑わっている。特に食
料品売り場では地熱を利用して温室栽培され
たバナナやトマトなどの生鮮果実・野菜類、各
種のミルク・ヨーグルト・チーズ類が山積みさ
れていて、国民の豊かな消費生活の一端が感じ
られた。モールの巨大な窓からは13人のサン
タクロースが住むといわれるエーシャ山の優
美な姿がレイキャビク湾越しに遠望でき、なん
とも印象的であった。
〈シングヴェリトル・ゲイシール〉
　アイスランド巡検の白眉といえるシング
ヴェリトル（議会平原の意）へはレイキャビク
から約2時間の行程。内陸の高地地帯に入る
と急速に樹木が少なくなり、気温も低下する。
視界に入る河川には見慣れた堤防もなく、完全
に手付かずの自然の状態で流れている。いく
つかの小さな峠を越えると、急に平原が広がる。
南側にはシングヴァラ湖の水面が遠くに見え、
この寂しげな平原が目的地＝地溝帯であるこ
とがわかった。地溝帯全体が見渡せる場所に
車を止め、フィルムカメラ・デジタルカメラ・
ビデオカメラを抱えて構図を考える。地溝帯
の向こう側がユーラシアプレートで、こちら側
が北アメリカプレート、確かにその間には雁行
状の亀裂・ギャウが見られる。想像以上でも、
想像通りでもある。
　ウェーゲナーは前述の序文で続けて語る、
『ある1つの時には、その時点に対して地球は
ただ1つの形態を持っていた。しかし現在の地
球は、その過去の形態について、何ら直接的な
情報を与えてくれない。』…地溝帯の反対側の
側壁までの距離はおよそ2km。側壁同士は1
年間に約1～1．5cmずつ、合計2～3cm広
がり続けている。これは人間の爪の成長速度
にほぼ等しいとされる。ここで生まれたユー
ラシアプレートは遥か東の端に位置する日本
まで到達するのにいったいどれだけの年数を
要するのであろうか。地溝帯内部へ降りてい
き、教科書に掲載されていた写真と同じポイン
トを見つけて記念撮影。地溝帯の東の側壁に
古びた国旗が翻っている場所があったので
行ってみると、そこがアイスランドで最も聖な
る地とされる、古代議会の跡地であった。現在
でも大統領の就任式は必ずここで行われてい
る。シングヴェリトルを後にして、更に1時間
ほど北東に向かうと、もう1つの目的地ゲイ
シールに到着する。世界的に有名な地熱地帯
で、特に間欲泉が有名である。直径2メートル
弱の噴出口から、約7分おきに30メートルの
高さまで熱水と蒸気が激しく立ち上る。特に
噴出が起きる直前に一瞬だけ形成される蒼い
ガラス玉のような熱水の盛り上がりが美しい。
規模から見ればアメリカのイエローストーン
国立公園の間欺泉には及ぼないが、Geyserの
語源的な由緒の正しさを加え、地熱大国アイス
ランドのシンボルとしても、十分にその役割を
果たしているように思えた。
シングヴェリトルの地溝帯 ゲイシールの間歌泉
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〈キルキュバイヤルクロイストゥル・ラーガ
ギーガル〉
　ヘトラでリングロードと呼ばれる国道1号線
に戻る。午前3時頃、東の地平線近くにオーロ
ラが見えた。白っぼく明滅する薄いカーテン
状のオーロラが高速で上下左右に移動してい
た。外気温は6℃。
　キャンプサイトで水を補給した後、国道のガ
ソリンスタンドで給油。トラックの荷台に居
住ユニットを架装したアメリカ製の4WD
キャンピングカーは非常に重く、空気抵抗も大
きいため燃費は悪い。乗用車1台あたりの人口
は1．9人とアメリカの2．1人より少ない自動車
社会なのに、ガソリン代はリッターあたり180
円前後と日本と比べても相当高い。石油の大
部分はロシアからの輸入品であるらしい。距
離的に近接した石油の輸出国・イギリスやノル
ウェーではなく、なぜロシアから輸入するのか。
ことによると貿易構造が関係しているのかも
知れない。自動車本体の価格も先進各国に比
べ、割高で販売されていると聞く。しかし生活
必需品であるため、一般家庭でも複数の自動車
を所有する場合が多い。車種もドイツ・アメリ
カ・日本車を中心に多彩である。
　交通量がめっきり減ってきたリングロード
の北側には噴火を繰り返すヘクラ山（1491m）、
南側には1973年のヘイマエイ島噴火で有名な
ウェストマン諸島が、前方の山岳地帯には氷食
により形成された約40mの垂直な崖を落ちる
一筋の優美なセリャランスフォス（フォスは滝
の意、1871年にアイスランドを旅したイングラ
ンドの作家ウィリアム・モリスの旅行記にも登
場する）が風景にアクセントをつけている。こ
の山岳地帯にはエイヤフィヤトラおよびミー
ルダルスという2つの氷河があり、その末端の
部分を望みながら進む。アイスランド本島の
南端に近い町ヴィクを過ぎると、行き交う車は
極端に少なくなり、この国の貨物輸送は昔なが
らに船舶中心であることが想像される。
　南部の中心都市キルキュバイヤルクロイス
トゥルの手前を左折し、山岳地帯へ約20km
入った場所にあるラーガギーガルへ向かう。
ラーガギーガルは1783年のラーキ山（853
m）の噴火によって形成された典型的な溶岩台
地で、約25kmにわたる割れ目噴火型のクレー
ター群が存在する。世界史上唯一人類が形成
過程を目撃できた溶岩台地としても知られる
が、その噴火によって発生した火山性ガスと飢
鰹により、アイスランドの人口は約20％、家
畜は約70％減少した。同年（天明3年）には
日本の浅間山も大規模な噴火をおこしている。
遠く離れたこれら2つの火山からもたらされた
火山灰などの噴出物により、北半球の平均気温
が数℃低下するなど世界各地の気候にも大き
な影響がでた。
　観光客も、まして地元の人すら訪れることが
希なこの地域へは、十分な装備と緊急連絡手段
の携行が必要とされる。川には橋すら架かっ
ていない。何度も不安な渡河を繰り返し、見渡
す限り黒い玄武岩質の溶岩原の頂きに着く。
眼下にはいくつもの大地の腫瘍のようなク
現在も活動中のヘクラ火山 キルキュバイヤルクロイストゥルのキャンプ場
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レーター群。今までにこれほど寂蓼感漂う風
景に出会ったことは無かった。今後もないと
思う。
〈ヴァトナ氷河・ヘープン〉
　ヨーロッパ最大のヴァトナ氷河を北側に見
ながら夏季の観光拠点、スカフタフェットルへ。
この氷河はヨーロッパ大陸にあるすべての氷
河を合わせた面積より広い。セスナをチャー
ターし、1時間18，0001SKで氷河末端と海岸
線を飛行する。ほとんど揺れも無く、数百mの
上空から氷河の大きさとその巨大な侵食・運
搬・堆積力を実感する。所々に牧場があり、羊
が群れをなして草を食んでいる。大きな樹木
は山嚢の部分にのみ生え、基本的にはツンドラ
のように苔類が地表を覆っている。氷河末端
は晴れているものの、氷河上部は雲に覆われて
いて視界が利かない。水蒸気を含んだ大気が
氷河によって冷却されるためで、残念ながらこ
れが自然な姿である。セスナは雲の下端すれ
すれの高度を保ち、北転してヨークスルアゥ
ロゥン湖に向かう。エメラルドグリーンの湖
面に小型の氷山が点々と浮かぶこの湖は、ヴァ
トナ氷河の後退により形成された氷食湖であ
る。水深は約160m。
　実測水温4℃。夏季のみ遊覧船が運行され、
湖に没する氷河の末端部を見学することがで
きる。湖からは幅80mほどの流出河川が、急
流となって海に注いでいる。思いの外の水量
で、この氷河の大きさが実感される。帰りは
1，000k㎡の広さを持つ不毛の砂原、スケイザ
ルアゥルサンドゥルを左手に見ながら飛行場
へ。ここから東アイスランドの中心都市ヘー
プンまでは約2時間の行程。途中でガソリン
が乏しくなってきたため、地図でガソリンスタ
ンドのある集落を確認するが、その位置にそれ
らしき施設はない。少し戻ってみると、村外れ
の農家の接道脇に給油機を発見。畑にいた女
性に手を振ると、小さな子供を連れてこちらに
向かってくれる。この国では便利なことに、ま
さかと思うような場所でもクレジットカード
が利用できる。ヘープンの少し手前で泥炭を
三角屋根に積んだ昔ながらの家を見かける。
その後は一回も目にする機会がなく、写真に
撮っておけばよかったと今だに悔やんでいる。
　南東部の中心都市ヘープンの人口は約
1，900人。漁業や海産物加工が盛んなこの街
も、1974年にリングロードが開通するまでは、
ほぼ陸の孤島的存在であった。海岸近くまで
迫る氷河・溶岩原、そして何より少ないこの国
の人口と社会資本がインフラ整備に影響を投
げかけている。公営の温泉プールへ立ち寄っ
た後、アイスランド航空が経営するホテルヘー
プンで交渉したところ、1泊朝食付きで4，700
1SK（25％ディスカウント）とのことであっ
たので宿泊決定。早速、ホテル泊の最大の目的
であったパソコン・ビデオ・デジタルカメラの
バッテリー充電を行う。電圧変換器と三叉ソ
ケットは必需品。ホテルの部屋からはヴァト
ナ氷河の末端がよく見渡せた。
ta”　囎職版軸幽藪、鞠糠 灘蒔鹸
セスナ機でヴァトナ氷河を見学 ヨークスルアゥロゥン湖の流氷
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〈内陸高地・ミバートン湖〉
　朝食はパン・ハム・チーズ・サーモン・トマ
トサラダの簡単なバイキング。荒天、風雨強い。
例の低気圧が西から接近中のため。5つの
フィヨルドを経て内陸高地に向かう。リング
ロードの舗装は途切れたままで、急坂も多い。
この区間はつい最近まで10月より半年間通行
禁止となっていた。よって東部各都市の自立
性は高くならざるを得ない。深く陸地に切れ
込んだフィヨルドを海岸線に沿って走るため、
なかなか目的地に近づけない。途中山越えの
ショートカットを試みるが、豪雨のために急流
が道路上を横切っている箇所があり、さすがに
危険であるため断念。少ない税収を有効に活
用するため、道路整備やトンネル開削にまわせ
る予算は少ないようである。日本は豊かな国
だと改めて思う。途中給油のため立ち寄った
エイイルススタジールは人口約1，700人の交
通の要衝にある東部の中心都市。ここから内
陸高地への悪路が始まる。市街地以外でト
ラック・乗用車の姿を見かけることは極めて稀。
一度だけリングロードを運行する定期バスと
すれ違う。内陸高地は一度登りきるとあとは
小さな峠と平坦地の繰り返しで、まるで月か火
星の表面を思わせる溶岩原と、高層湿原が交互
に現れる。実際にアポロ計画で月面探査に従
事した殆どの宇宙飛行士は、訓練のためにアイ
スランドの内陸高地を訪れた経験を持っ。
　一旦リングロードを離れて、ヨーロッパ最大
級の滝デティフォスへ向かう。ヴァトナ氷河
を水源とするアイスランド第2の河川・イェー
クルサフェームル川の毎秒500立方mもの濁
流が、44mの段差を一気に流れ落ちている。
例によって安全柵など皆無で、柱状節理が発達
したオーバーハング気味の崖から滝壷を見下
ろすが、水飛沫で何も見えない。リングロード
に戻り、約25kmで北部アイスランドの観光拠
点・ミーヴァトン湖へ到着。国内で3番目に大
きなミヴァートン湖は溶岩堰止湖。周辺には
複数の地熱地帯がある。最新鋭のクラプラ地
熱発電所も稼動しており、訪問時間の関係から
見学はできなかったが山腹の蒸気採取口から
勢いよく白煙が吹き上がっていた。この日は
風も強かったため、キャンピングカーの幌を
ジャッキアップせずに車中泊。キャンプサイ
トは営業中で、地熱地帯特有の硫黄臭いシャ
ワーを浴びる。翌日は小雨まじりの曇天。立
ち寄ったホテルで観光地図をもらい、クレー
ターが重なり合い半島状に突出したスクー
トゥスタダギーガル、溶岩流が後に侵食され
ちょうど浅間山の鬼押し出しのような景観と
なったナゥマヒャートル、地下温泉グリョウタ
ギャウなどを見て回り、アイスランド第2の
都市・アークレイリに向かう。天候は次第に回
復しつつあり、風景に色彩と立体感が戻ってく
る。
不毛の内陸高地 クラプラ地熱発電所の蒸気採取口
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〈アークレイリ・レイキャビク〉
　アイスランド最長のエイヤフィヨルドの最
奥部に立地するアークレイリは、15世紀から文
献に登場する古い街で人口は約15，000人。世
界最大の鯨加工工場があり、北部アイスランド
の経済・文化の中心地となっている。内陸高地
の荒涼とした景観に慣れた目には、アークレイ
リの北欧らしいカラフルで小奇麗な街並みと
紺碧のエイヤフィヨルドの組み合わせが大変
印象的であった。北極圏に程近いこの辺りで
も、最寒月の平均気温は一2．2℃にしか下がら
ず、ケッペンの気候区分に従えば温帯に分類さ
れるほど温暖である。ただし無樹木のツンド
ラ気候とも紙一重で、森林限界線は市街地のす
ぐ近くまで迫っている。アークレイリ～レイ
キャビク間には目立った観光地もなく、ひたす
らモレーンやカールなどの氷河地形が左右に
広がる山岳路を抜け、強風が吹き渡るフィヨル
ドに沿って走る。次第に交通量も増加し、街と
街の間隔も狭まってくる。
　リングロードから再び内陸に入り、オーロラ
の観測地として世界中の研究者が集まるフッ
サフェルへ。レイキャビク郊外のリゾートと
して夏季には沢山の観光客で賑わうこの地も、
すでに紅葉が始まり秋の気配が色濃く漂う。
ラング氷河を見渡すガルディダールル山岳道
経由で再びシングヴェリトルを訪れる。一週
間も経たないうちに、地面を覆う苔がほのかに
赤く色づいている。アイスランドでは夏だけ
でなく秋が過ぎ行くのも早そうである。
レイキャビク到着は土曜日の夕刻。とはいえ
緯度が高いおかげでまだまだ明るい。市街地
のランドマークでもあるハトムグリムスキル
キャ教会の最上階にある高さ70mの展望台に
上る。ここからはレイキャビク港や、緑豊かな
チョルトニン湖とそのほとりに建つシティ
ホール・国会議事堂・高級住宅街などが一望で
きる。ちなみにアイスランドの国会議員は63
名。国連が発表する「暮らしやすい国」の第5
位に入る国としては少なく思えるが、人口比か
らすると多いかもしれない。中心商店街を歩
いて感じたことは物価の高さ。と、いうより約
24．5％の消費税の圧迫感である。所得税に
至っては平均で40％を超えるとされ、ヨー
ロッパ域内では最も高い水準にある。資料と
しては多少古いが、1990年度における国家予
算の配分を見ると、社会保障・福祉費が最も多
く30％、次いで農民・漁民・企業への助成金
の合計が18％、保健衛生費・教育費がそれぞ
れ15％を占めている。年によって大きく変化
する水揚げ高など、不確定要素の多い漁業を産
業基盤に持つが故の危うさは感じるものの、社
会的弱者の徹底的な保護にプライオリティー
を置くその志の高さはやはり評価されるべき
であろう。
　国土のあちこちに広がる不毛の大地や氷河・
火山などの美しくも荒々しい大自然と、クリー
ンエネルギーである地熱を利用した世界でも
類を見ない街づくりや先進的な高福祉政策。
アイスランドの印象は、この国を訪れてから2
年を経た今日でもその両極端の間を揺れ動い
ている。
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